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島根県

号外

原子力発電所の使用済み燃料から再処
理して取り出したプルトニウムを、軽
水炉（＝現在の原子力発電所）でMOX
燃料として再利用することです。

軽水炉�
（サーマルリアクター）�プルトニウム�＋� ＝�プルサーマル�

島根原子力発電所2号機においてMOX燃料
の使用が計画されています。



国による厳格な安全審査と中国電力に
おける適正な運転を前提に、従来の原
子力発電と同等の安全性は確保される
と判断�

安全性� 必要性�

安全性の判断理由�

安全協定※に基づく中国電力からの�
事前了解申し入れ（平成17年9月12日）�

申し入れの概要�
「2010年度までを目途に、島根原子力発電所2号
機でMOX燃料の使用を開始したい。」�
�

県民各層の有識者で構成する�
「プルトニウム混合燃料に関する懇談会」
での検討（平成17年11月～平成18年5月）�

懇談会から知事に対して「可とすべき」との報告書
が提出されました。（平成18年5月8日）��

各分野の専門家からの意見聴取�
原子炉工学、放射線医学、環境放射線学などの

専門家7名からご意見を伺いました。��
県の考え方の表明（平成18年6月16日）�

「原子力政策大綱」、原子力安全委員会の指針類、
国の審査方針、他の電力会社での安全審査結果、
海外（フランスなど）での実情調査結果なども踏まえ、
慎重に検討を行いました。�

【プルサーマルについての検討の経過】�

県議会での審議�
議会において知事の判断は、「適切、妥当」であ
るとの意見をいただきました。（平成18年7月4日）�

※「島根原子力発電所周辺地域住民の安全確保等に関する協定」�

①MOX燃料を原子炉の3分の1以下で用いる計画であり、現在

のウラン燃料と同等の安全性を確保できること。

②MOX燃料の健全性は、プルトニウムの特性を考慮して燃料

設計することにより、従来のウラン燃料と同等であること。

③MOX燃料は、海外では40年以上の使用実績があること。

④事故時の周辺環境への影響は、ウラン燃料と同等である

こと。

⑤MOX燃料の輸送時及び発電所での取扱い時の安全性は確保

できること。

⑥使用済MOX燃料の取扱いや発電所内での貯蔵は、安全に行

えること。

⑦島根2号機の耐震安全性は、確保されていると考えられるこ

と。なお、耐震設計審査指針が改定された際には、島根原

子力発電所の耐震安全性について確認する必要がある。

⑧原子力発電所へのテロ攻撃については、国、関係自治体、事

業者が一体となった対策が進められていること。

また、県としては、「島根県国民保護計画」を策定し、万が

一の事態にも対処できるよう体制整備に努めている。

⑨中国電力の安全管理体制は、適切なものと考えられること。

・長期エネルギーの安定供給の確保
・地球温暖化対策への貢献
・余剰プルトニウムを持たないという国際公約の
実行
・高レベル放射性廃棄物量の低減への寄与　など
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（ウラン燃料だけの場合）� （全燃料の3分の1を�
  MOX燃料とした場合）�

プルトニウムとウランを酸化物の形で混合したウラン・プルトニウム混合酸化物（Mixed Oxide）
燃料のことです。
今回の計画では、このMOX燃料をウラン燃料とともに装荷し、全燃料集合体560体中228体以下
（炉心装荷率1/3以下）で使用します。

ウラン燃料との違い
1. プルサーマルでは燃料棒内のペレットがウランからMOXに変わります。
2. 燃料集合体の基本構造は同じです。
3. 運転する上で発電所内の設備の変更はありません。

現在でもプルトニウムは、発電に利用されています
現在のウラン燃料でも、発電の過程でウランが
プルトニウムに変化し、その一部が核分裂する
ことにより発電に利用され、発電量の約3割に
なります。
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（出典：資源エネルギー庁 原子力2005）
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第4の防壁�
原子炉格納容器（厚さ約4cm、鋼鉄製）�

第3の防壁�
原子炉圧力容器（厚さ約20cm、鋼鉄製）�

第5の防壁�
原子炉建屋（厚さ約1m、コンクリート製）�

第2の防壁�
燃料被覆管（丈夫な合金の管）�

第1の防壁�
ペレット（燃料を高温で焼き固めたもの）�

2006年
8月発行

＜お問い合せ先＞ 島根県 消防防災課 原子力安全対策室
〒690-8501 島根県松江市殿町1番地 TEL（0852）22-5278  FAX（0852）22-5930
E-mail gen-an@pref.shimane.lg.jp
ホームページ http://www.pref.shimane.jp/section/gen_an/

古紙配合率100%再生紙を使用しています�この印刷物は環境に優しい�
大豆油インキを使用しています。�

プルサーマルは海外で40年以上の実績があります
プルサーマルは1960年代から、フランス、ドイツ、ベル
ギー、スイスなどヨーロッパを中心に実施されてきました。
これまでプルトニウムを原因とする事故は生じていません。

原子力発電所では、放射性物質を閉じこめ、外部に出さな
いために五重の壁を設けています。MOX燃料を使用した
からといって、この構造・機能に変わりはなく、周辺環境
への影響が大きくなることはありません。

中国電力からの事前了解願いに対する
最終的な回答については、国の安全審
査まで留保し、その結果を確認した上
で行いたいと考えています。

国（
経
済
産
業
省
）�

申請�

許可�
諮問�

答申�

諮問�

一次審査� 二次審査�

答申�

電
力
事
業
者�

原子力安全委員会�

原子力委員会�

＜審査項目＞�
◎燃料の健全性の評価�
◎炉心設計の評価�
◎異常事象の評価�
◎事故の評価　など�

国の安全審査とは�

●各国の軽水炉におけるMOX燃料の使用実績�
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（資源エネルギー庁資料）�

（2004年12月末現在）�

計   56 4,894

県の考え方、懇談会の議事録及び報告書、専門家の意見の詳細な内容については、ホームページに掲載しております。

原子力発電所の安全対策は？
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